
予備自衛官補（英語）
採用（R４．７．１）

予備３等陸曹（R4.8.31)
中村 晴樹
職業：特別支援学校

教員

【志願した理由】
ウクライナとロシアの件、非常に
心が痛んだ。平和のために自分が
できることを考え、予備自衛官補に
応募。理由は一つ、日本が強けれ
ば他国は攻めてこない。微力だが
強くなるために、自分の力を貸した
いと考えた。

【訓練の感想】
訓練は楽しかった。長いラグビー経
験により、チームで何かを達成するこ
とが好きだ。訓練ではチームで支え合
い活動する。得意分野で前に立ち、苦
手分野で支えられた。課題をこなした
後、達成感が心地良く、連帯感が強ま
る過程が好きだった。

【本業との両立状況】
全体的にみんな日々の業務を頑
張っており休みは取りやすい環境
である。それに加え休みの取りや
すいシーズンだったこともあり、ス
ムーズに送り出してもらえた。

【今後の目標】
予備自衛官としては「伸びしろ」しか
ない。先日の訓練で学んだことを定着
させるために定期的にふり返りたい。
予備自衛官制度の一般的な認知度を
高め、予備自衛官の質と量の向上を
目指す。あと自身の英語力の向上

【予備自衛官を目指す方へ】
日本の平和維持のためにあなたの力を貸してあげましょう。数は力。訓練
では、日常生活では見たことのない景色、経験したことのない世界が待って
います。良くも悪くも戦場をイメージし、日常の平和の尊さを今一度とらえな
おす絶好の機会となることでしょう。一歩踏み出してみましょう、個人として、
訓練から平和のありがたさを再確認、日々の幸福へとつなぐ、一方で国とし
ては防衛力アップの一石二鳥。一緒に活動できる日をお待ちしております。
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